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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報処理装置からデータ入出力要求を受信し、前記データ入出力要求に応じてハードデ
ィスクドライブに対してデータの読み書きを行うストレージ制御装置であって、
　前記ハードディスクドライブに対して前記読み書きが行われるデータを記憶するキャッ
シュメモリとして機能する不揮発性メモリを有する回路基板と、前記回路基板が挿抜可能
に取り付けられる回路基板装着部とを備え、
　前記回路基板は、
　前記回路基板が前記回路基板装着部から取り外されたことを示す回路基板取り外し情報
を出力する取り外し情報出力回路と、
　前記回路基板取り外し情報が前記取り外し情報出力回路から出力されると、前記不揮発
性メモリに記憶されているデータを消去するデータ消去回路と、
を備え、
　前記データ消去回路が、前記不揮発性メモリに記憶されている前記データの消去コマン
ドが送信されてきた場合、前記ハードディスクドライブに未書き込みのデータについて消
去する前に前記ハードディスクドライブに書き込むデステージ処理を行うかを判定し、前
記デステージ処理を行うと判定した場合、前記ハードディスクドライブに未書き込みの前
記データを前記ハードディスクドライブに書き込んでから前記データの消去を開始する、
ことを特徴とするストレージ制御装置。
【請求項２】
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　前記データ消去回路は、
　前記回路基板取り外し情報が前記取り外し情報出力回路から出力されると、前記不揮発
性メモリの所定の範囲に記憶されているデータを消去すること
を特徴とする請求項１に記載のストレージ制御装置。
【請求項３】
　前記回路基板は、
　前記不揮発性メモリのアドレス空間における第１のアドレス及び第２のアドレスを記憶
する消去範囲記憶回路を備え、
　前記データ消去回路は、
　前記第１のアドレスから前記第２のアドレスまでの範囲に記憶されているデータを消去
することにより、前記範囲に記憶されているデータを消去すること
を特徴とする請求項２に記載のストレージ制御装置。
【請求項４】
　前記データ消去回路は、
　前記不揮発性メモリに記憶されているデータを他のデータに書き換えることにより、前
記不揮発性メモリに記憶されているデータを消去すること
を特徴とする請求項１に記載のストレージ制御装置。
【請求項５】
　前記回路基板は、
　前記他のデータを記憶する書き換えデータ記憶回路を備え、
　前記データ消去回路は、
　前記回路基板取り外し情報が前記取り外し情報出力回路から出力されると、前記不揮発
性メモリに記憶されているデータを前記書き換えデータ記憶回路に記憶されている前記他
のデータに書き換えることにより、前記不揮発性メモリに記憶されているデータを消去す
ること
を特徴とする請求項４に記載のストレージ制御装置。
【請求項６】
　前記不揮発性メモリは、
　前記不揮発性メモリに記憶されているデータを消去するためのメモリ消去要求信号が入
力されると、前記不揮発性メモリに記憶されているデータを消去する機能を備え、
　前記データ消去回路は、
　前記回路基板取り外し情報が前記取り外し情報出力回路から出力されると、前記メモリ
消去要求信号を前記不揮発性メモリに入力することにより、前記不揮発性メモリに記憶さ
れているデータを消去すること
を特徴とする請求項１に記載のストレージ制御装置。
【請求項７】
　情報処理装置からデータ入出力要求を受信し、前記データ入出力要求に応じてハードデ
ィスクドライブに対してデータの読み書きを行い、
　前記ハードディスクドライブに対して前記読み書きが行われるデータを記憶するキャッ
シュメモリとして機能する不揮発性メモリを有する回路基板と、前記回路基板が挿抜可能
に取り付けられる回路基板装着部とを備え、
　前記回路基板は、前記回路基板が前記回路基板装着部から取り外されたことを示す回路
基板取り外し情報を出力する取り外し情報出力回路
を備えるストレージ制御装置の制御方法であって、
　前記回路基板が、前記回路基板取り外し情報が前記取り外し情報出力回路から出力され
ると、前記不揮発性メモリに記憶されているデータを消去し、
　前記回路基板が、前記不揮発性メモリに記憶されている前記データの消去コマンドが送
信されてきた場合、前記ハードディスクドライブに未書き込みのデータについて消去する
前に前記ハードディスクドライブに書き込むデステージ処理を行うかを判定し、前記デス
テージ処理を行うと判定した場合、前記ハードディスクドライブに未書き込みの前記デー
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タを前記ハードディスクドライブに書き込んでから前記データの消去を開始する、
ことを特徴とするストレージ制御装置の制御方法。
【請求項８】
　前記回路基板が、前記回路基板取り外し情報が前記取り外し情報出力回路から出力され
ると、前記不揮発性メモリの所定の範囲に記憶されているデータを消去すること
を特徴とする請求項７に記載のストレージ制御装置の制御方法。
【請求項９】
　前記回路基板は、
　前記不揮発性メモリのアドレス空間における第１のアドレス及び第２のアドレスを記憶
する消去範囲記憶回路を備え、
　前記範囲に記憶されているデータの消去は、前記第１のアドレスから前記第２のアドレ
スまでの範囲に記憶されているデータを消去することにより行われること
を特徴とする請求項８に記載のストレージ制御装置の制御方法。
【請求項１０】
　前記不揮発性メモリに記憶されているデータの消去は、前記不揮発性メモリに記憶され
ているデータを他のデータに書き換えることにより行われること
を特徴とする請求項７に記載のストレージ制御装置の制御方法。
【請求項１１】
　前記回路基板は、
　前記他のデータを記憶する書き換えデータ記憶回路を備え、
　前記不揮発性メモリに記憶されているデータの消去は、前記不揮発性メモリに記憶され
ているデータを前記書き換えデータ記憶回路に記憶されている前記他のデータに書き換え
ることにより行われること
を特徴とする請求項１０に記載のストレージ制御装置の制御方法。
【請求項１２】
　前記不揮発性メモリは、
　前記不揮発性メモリに記憶されているデータを消去するためのメモリ消去要求信号が入
力されると、前記不揮発性メモリに記憶されているデータを消去する機能を備え、
　前記不揮発性メモリに記憶されているデータの消去は、前記メモリ消去要求信号を前記
不揮発性メモリに入力することにより行われること
を特徴とする請求項７に記載のストレージ制御装置の制御方法。
【請求項１３】
　情報処理装置からデータ入出力要求を受信し、前記データ入出力要求に対応するＩ／Ｏ
要求を出力するチャネル制御部が形成された第１の回路基板と、
　前記Ｉ／Ｏ要求が記憶される共有メモリが形成された第２の回路基板と、
　前記共有メモリに記憶された前記Ｉ／Ｏ要求に応じてハードディスクドライブに対して
データの読み書きを行うディスク制御部が形成された第３の回路基板と、
　前記チャネル制御部と前記ディスク制御部との間で授受される、前記ハードディスクド
ライブに記憶されるデータを記憶するキャッシュメモリとして機能する不揮発性メモリを
有する第４の回路基板と、
　前記第１の回路基板、前記第２の回路基板、前記第３の回路基板、及び前記第４の回路
基板がそれぞれ挿抜可能に取り付けられる回路基板装着部と、
を備え、
　前記第４の回路基板は、
　前記第４の回路基板が前記回路基板装着部から取り外されたことを示す回路基板取り外
し情報を出力する取り外し情報出力回路と、
　前記回路基板取り外し情報が前記取り外し情報出力回路から出力されると、前記不揮発
性メモリに記憶されているデータを消去するデータ消去回路と、
を備え、
　前記データ消去回路が、前記不揮発性メモリに記憶されている前記データの消去コマン
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ドが送信されてきた場合、前記ハードディスクドライブに未書き込みのデータについて消
去する前に前記ハードディスクドライブに書き込むデステージ処理を行うかを判定し、前
記デステージ処理を行うと判定した場合、前記ハードディスクドライブに未書き込みの前
記データを前記ハードディスクドライブに書き込んでから前記データの消去を開始する、
ことを特徴とするストレージ制御装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ストレージ制御装置、及びストレージ制御装置の制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ストレージ制御装置は、情報処理装置から送信されたデータ入出力要求に応じて、ハー
ドディスクドライブに対してデータの読み書きを行う。またストレージ制御装置は、ハー
ドディスクドライブに対して読み書きされるデータを記憶しておくためのキャッシュメモ
リを備え、これにより情報処理装置からのデータ入出力要求に対する応答の高速化を図っ
ている。
【特許文献１】特開平１１－２０３２０１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　このキャッシュメモリには、ＳＤＲＡＭ（Synchronous Dynamic Random Access Memory
）等の揮発性のメモリが用いられることが多い。しかしこの場合には、キャッシュメモリ
への電力の供給が停止すると、キャッシュメモリに記憶されているデータが消失すること
になる。そのため、停電等によりキャッシュメモリへの電力供給が停止した場合でも、キ
ャッシュメモリに記憶されているデータが消失しないように、バッテリ等の予備電源装置
をストレージ制御装置に備えておくことが必要となる。
【０００４】
　そのためキャッシュメモリにフラッシュＥＥＰＲＯＭ（Electronically Erasable and 
Programmable Read Only Memory）等の不揮発性メモリを用いることが考えられる。しか
しこの場合には、キャッシュメモリへの電力の供給が停止しても、キャッシュメモリに記
憶されているデータが消失することはないものの、例えばキャッシュメモリがストレージ
制御装置から取り外された場合であっても、キャッシュメモリにはデータがそのままの状
態で記憶されることになる。そのため、キャッシュメモリに記憶されているデータの漏洩
防止に対する配慮が求められる。
【０００５】
　本発明は上記課題を鑑みてなされたものであり、ストレージ制御装置、及びストレージ
制御装置の制御方法を提供することを主たる目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明は、情報処理装置からデータ入出力要求を受信し、
前記データ入出力要求に応じてハードディスクドライブに対してデータの読み書きを行う
ストレージ制御装置であって、前記ハードディスクドライブに対して前記読み書きが行わ
れるデータを記憶するキャッシュメモリとして機能する不揮発性メモリを有する回路基板
と、前記回路基板が挿抜可能に取り付けられる回路基板装着部とを備え、前記回路基板は
、前記回路基板が前記回路基板装着部から取り外されたことを示す回路基板取り外し情報
を出力する取り外し情報出力回路と、前記回路基板取り外し情報が前記取り外し情報出力
回路から出力されると、前記不揮発性メモリに記憶されているデータを消去するデータ消
去回路と備え、前記データ消去回路が、前記不揮発性メモリに記憶されている前記データ
の消去コマンドが送信されてきた場合、前記ハードディスクドライブに未書き込みのデー
タについて消去する前に前記ハードディスクドライブに書き込むデステージ処理を行うか
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を判定し、前記デステージ処理を行うと判定した場合、前記ハードディスクドライブに未
書き込みの前記データを前記ハードディスクドライブに書き込んでから前記データの消去
を開始することを特徴とするストレージ制御装置に関する。
【０００７】
　その他、本願が開示する課題、及びその解決方法は、発明を実施するための最良の形態
の欄、及び図面により明らかにされる。
【発明の効果】
【０００８】
　ストレージ制御装置、及びストレージ制御装置の制御方法を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　＝＝＝全体構成例＝＝＝
　まず、本実施の形態に係るストレージ制御装置１００を含むストレージ装置６００の全
体構成を示すブロック図を図１に示す。  
　ストレージ装置６００は、ストレージ制御装置１００とストレージ駆動装置３００とを
備える。ストレージ制御装置１００は、情報処理装置２００からデータ入出力要求を受信
し、データ入出力要求に応じてストレージ駆動装置３００が備えるデータを記憶するハー
ドディスクドライブに対してデータの読み書きを行う。
【００１０】
　情報処理装置２００はＣＰＵ（Central Processing Unit）やメモリを備えたコンピュ
ータ等の情報機器である。情報処理装置２００が備えるＣＰＵにより各種プログラムが実
行されることにより様々な機能が実現される。情報処理装置２００は、例えば銀行の自動
預金預け払いシステムや航空機の座席予約システム等における中枢コンピュータとして利
用される。情報処理装置２００は、例えばパーソナルコンピュータやワークステーション
とすることもできるし、メインフレームコンピュータとすることもできる。
【００１１】
　ストレージ制御装置１００は、ＳＡＮ（Storage Area Network）５００を介して、ある
いはＳＡＮ５００を介さずに、情報処理装置２００と通信可能に接続されている。ＳＡＮ
５００を介して行われる情報処理装置２００とストレージ制御装置１００との間の通信は
、例えばファイバチャネルプロトコルに従って行われる。この場合ＳＡＮ５００は、ファ
イバチャネルプロトコルに準拠した少なくとも一つ以上のスイッチ等の通信機器により構
成される。また情報処理装置２００からは、ストレージ制御装置１００に対して、ファイ
バチャネルプロトコルに従ってデータ入出力要求が送信される。
【００１２】
　一方、ＳＡＮ５００を介さずに情報処理装置２００とストレージ制御装置１００とが接
続される場合には、情報処理装置２００とストレージ制御装置１００との間の通信は、例
えばＦＩＣＯＮ（Fibre Connection）（登録商標）やＥＳＣＯＮ(Enterprise System Con
nection) （登録商標）等のメインフレーム系の通信プロトコルにより行うようにするこ
ともできるし、インターネット等で用いられているＴＣＰ／ＩＰ（Transmission Control
 Protocol / Internet Protocol）などの通信プロトコルにより行うようにすることもで
きる。
【００１３】
　＝＝＝記憶ボリューム＝＝＝
　ストレージ駆動装置３００は多数のハードディスクドライブを備えている。そしてスト
レージ駆動装置３００は、これらのハードディスクドライブにより提供される物理的な記
憶領域である物理ボリュームと、物理ボリューム上に論理的に設定される記憶領域である
論理ボリュームとを含む、データを記憶するための記憶領域である記憶ボリューム３１０
に対してデータの読み書きを行う。
【００１４】
　またストレージ駆動装置３００は例えば複数のハードディスクドライブによりディスク
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アレイを構成するようにすることもできる。この場合、情報処理装置２００に対して提供
される記憶領域は、ＲＡＩＤ（Redundant Arrays of Inexpensive Disks）により管理さ
れた複数のハードディスクドライブにより提供されるようにすることもできる。
【００１５】
　ストレージ制御装置１００とストレージ駆動装置３００との間は図１のようにネットワ
ークを介さずに直接に接続される形態とすることもできるし、ネットワークを介して接続
されるようにすることもできる。さらにストレージ駆動装置３００はストレージ制御装置
１００と一体として構成されることもできる。
【００１６】
　＝＝＝ストレージ制御装置＝＝＝
　ストレージ制御装置１００はチャネル制御部１１０、共有メモリ１２０、キャッシュメ
モリ１３０、ディスク制御部１４０、管理端末１６０、内部接続部１５０を備える。
【００１７】
　チャネル制御部１１０は情報処理装置２００との間で通信を行うための通信インタフェ
ースを備え、情報処理装置２００からデータ入出力要求を受信し、情報処理装置２００と
の間でデータを送受信する機能を備える。また情報処理装置から受信したデータ入出力要
求に対応するＩ／Ｏ要求を出力する。Ｉ／Ｏ要求は、ストレージ装置６００が情報処理装
置２００から受信したデータ入出力要求に応じたデータの読み書きを行うためのコマンド
である。
【００１８】
　チャネル制御部１１０は管理端末１６０と共に内部ＬＡＮ１５１で接続されている。こ
れにより各チャネル制御部１１０に実行させるマイクロプログラム等を管理端末１６０か
ら送信しインストールすることが可能である。また管理端末１６０からチャネル制御部１
１０に対して様々なコマンドを送信することにより、チャネル制御部１１０に様々な制御
を行わせるようにすることも可能である。例えば後述するように、管理端末１６０からチ
ャネル制御部１１０に対してキャッシュメモリ１３０に記憶されているデータを消去する
ためのコマンドを送信し、チャネル制御部１１０にキャッシュメモリ１３０に記憶されて
いるデータの消去を行わせるようにすることもできる。チャネル制御部１１０の構成につ
いては後述する。
【００１９】
　内部接続部１５０はチャネル制御部１１０、共有メモリ１２０、キャッシュメモリ１３
０、ディスク制御部１４０を相互に接続する。管理端末１６０も接続されるようにするこ
ともできる。チャネル制御部１１０、共有メモリ１２０、キャッシュメモリ１３０、ディ
スク制御部１４０間でのデータやコマンドの授受は内部接続部１５０を介することにより
行われる。内部接続部１５０は例えばクロスバスイッチで構成される。
【００２０】
　共有メモリ１２０及びキャッシュメモリ１３０は、チャネル制御部１１０及びディスク
制御部１４０により共用される記憶メモリである。共有メモリ１２０は主に制御情報やＩ
／Ｏ要求等が記憶されるのに対し、キャッシュメモリ１３０は主にチャネル制御部１１０
とディスク制御部１４０との間で授受される、ハードディスクドライブに記憶されるデー
タを記憶するために利用される。
【００２１】
　例えば、あるチャネル制御部１１０が情報処理装置２００から受信したデータ入出力要
求がデータ書き込み要求であった場合には、当該チャネル制御部１１０はデータ書き込み
要求に対応するＩ／Ｏ要求を共有メモリ１２０に書き込むと共に、情報処理装置２００か
ら受信した書き込みデータをキャッシュメモリ１３０に書き込む。そしてチャネル制御部
１１０は情報処理装置２００に対して、データの書き込みが完了した旨のステータス情報
を送信する。一方、ディスク制御部１４０は共有メモリ１２０を監視しており、共有メモ
リ１２０にデータ書き込み要求に対応するＩ／Ｏ要求が書き込まれたことを検出すると、
当該Ｉ／Ｏ要求に従ってキャッシュメモリ１３０から書き込みデータを読み出してストレ



(7) JP 4494031 B2 2010.6.30

10

20

30

40

50

ージ駆動装置３００に書き込む。
【００２２】
　またあるチャネル制御部１１０が情報処理装置２００から受信したデータ入出力要求が
データ読み出し要求であった場合には、チャネル制御部１１０は読み出し対象となるデー
タがキャッシュメモリ１３０に存在するかどうかを調べる。ここでキャッシュメモリ１３
０に存在すれば、チャネル制御部１１０はそのデータを情報処理装置２００に送信する。
一方、読みだし対象となるデータがキャッシュメモリ１３０に存在しない場合には、当該
チャネル制御部１１０はデータ読み出し要求に対応するＩ／Ｏ要求を共有メモリ１２０に
書き込むと共に、共有メモリ１２０を監視する。データ読み出し要求に対応するＩ／Ｏ要
求が共有メモリ１２０に書き込まれたことを検出したディスク制御部１４０は、ストレー
ジ駆動装置３００から読みだし対象となるデータを読み出してこれをキャッシュメモリ１
３０に書き込むと共に、その旨を共有メモリ１２０に書き込む。そして、チャネル制御部
１１０は読みだし対象となるデータがキャッシュメモリ１３０に書き込まれたことを検出
すると、そのデータを情報処理装置２００に送信する。
【００２３】
　このようにチャネル制御部１１０及びディスク制御部１４０の間では、キャッシュメモ
リ１３０を介してハードディスクドライブに記憶されるデータの授受が行われる。なお、
キャッシュメモリ１３０と共有メモリ１２０とが、一体的に形成されているような構成と
することもできる。またキャッシュメモリ１３０の構成については後述する。
【００２４】
　なお、チャネル制御部１１０からディスク制御部１４０に対するデータの書き込みや読
み出しの指示を共有メモリ１２０を介在させて間接的に行う構成の他、例えばチャネル制
御部１１０からディスク制御部１４０に対してデータの書き込みや読み出しの指示を共有
メモリ１２０を介さずに直接に行う構成とすることもできる。　
　また、チャネル制御部１１０にディスク制御部１４０の機能を持たせることにより、チ
ャネル制御部１１０がストレージ駆動装置３００に記憶されたデータの読み書きを行うよ
うにすることもできる。
【００２５】
　ディスク制御部１４０は、ストレージ駆動装置３００と通信可能に接続され、データを
記憶するハードディスクドライブに記憶されるデータの読み書きを行う。例えば上述のよ
うに、共有メモリ１２０に記憶されたＩ／Ｏ要求に応じて、記憶ボリューム３１０に対し
てデータの読み書きを行う。
【００２６】
　各ディスク制御部１４０は管理端末１６０と共に内部ＬＡＮ１５１で接続されており、
相互に通信を行うことが可能である。これにより、各ディスク制御部１４０に実行させる
マイクロプログラム等を管理端末１６０から送信しインストールすることが可能となって
いる。また管理端末１６０からディスク制御部１４０に対して様々なコマンドを送信する
ことにより、ディスク制御部１４０に様々な制御を行わせるようにすることも可能である
。例えば後述するように、管理端末１６０からディスク制御部１４０に対してキャッシュ
メモリ１３０に記憶されているデータを消去するためのコマンドを送信し、ディスク制御
部１４０にキャッシュメモリ１３０に記憶されているデータの消去を行わせるようにする
こともできる。ディスク制御部１４０の構成については後述する。
【００２７】
　本実施例においては、共有メモリ１２０及びキャッシュメモリ１３０がチャネル制御部
１１０及びディスク制御部１４０に対して独立に設けられていることについて記載したが
、本実施例はこの場合に限られるものでなく、共有メモリ１２０又はキャッシュメモリ１
３０がチャネル制御部１１０及びディスク制御部１４０の各々に分散されて設けられるこ
とも好ましい。この場合、内部接続部１５０は、分散された共有メモリ１２０又はキャッ
シュメモリ１３０を有するチャネル制御部１１０及びディスク制御部１４０を相互に接続
させることになる。
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【００２８】
　＝＝＝管理端末＝＝＝
　管理端末１６０はストレージ装置６００を保守・管理するためのコンピュータ等の情報
機器である。オペレータは、管理端末１６０を操作することにより、例えばストレージ駆
動装置３００内のハードディスクドライブの構成の設定や、情報処理装置２００とチャネ
ル制御部１１０との間の通信路であるパスの設定、記憶ボリューム３１０の設定、チャネ
ル制御部１１０やディスク制御部１４０において実行されるマイクロプログラムのインス
トール等を行うことができる。これらの設定や制御は、管理端末１６０が備えるユーザイ
ンタフェース、あるいは管理端末１６０で動作するＷｅｂサーバにより提供されるＷｅｂ
ページを表示する情報処理装置２００等のユーザインタフェースから行うようにすること
ができる。
【００２９】
　管理端末１６０はストレージ制御装置１００に内蔵されている形態とすることもできる
し、外付けされている形態とすることもできる。また管理端末１６０は、ストレージ装置
６００の保守・管理を専用に行うコンピュータとすることもできるし、汎用のコンピュー
タに保守・管理機能を持たせたものとすることもできる。
【００３０】
　管理端末１６０の構成を示すブロック図を図４に示す。  
　管理端末１６０は、ＣＰＵ１６１、メモリ１６２、ポート１６３、記録媒体読取装置１
６４、入力装置１６５、出力装置１６６、記憶装置１６８を備える。
【００３１】
　ＣＰＵ１６１は管理端末１６０の全体の制御を司るもので、メモリ１６２に記憶された
各種の動作を行うためのコードから構成されるストレージ管理プログラム１６２Ａを実行
する。これにより、ストレージ装置６００の保守・管理機能を提供することができる。ま
た同様に例えばストレージ管理プログラム１６２Ａを実行することにより上記Ｗｅｂサー
バとしての機能等を実現するようにすることができる。
【００３２】
　記録媒体読取装置１６４は、記録媒体１６７に記録されているプログラムやデータを読
み取るための装置である。読み取られたプログラムやデータはメモリ１６２や記憶装置１
６８に格納される。従って、例えば記録媒体１６７に記録されたストレージ管理プログラ
ム１６２Ａを、記録媒体読取装置１６４を用いて上記記録媒体１６７から読み取って、メ
モリ１６２や記憶装置１６８に格納するようにすることができる。記録媒体１６７として
はフレキシブルディスクやＣＤ－ＲＯＭ、半導体メモリ等を用いることができる。記録媒
体読取装置１６４は管理端末１６０に内蔵されている形態とすることもできるし、外付さ
れている形態とすることもできる。記憶装置１６８は、例えばハードディスクドライブや
半導体記憶装置等である。入力装置１６５はオペレータ等による管理端末１６０へのデー
タ入力等のために用いられるユーザインタフェースである。入力装置１６５としては例え
ばキーボードやマウス等が用いられる。出力装置１６６は情報を外部に出力するために用
いられるユーザインタフェースである。出力装置１６６としては例えばディスプレイやプ
リンタ等が用いられる。ポート１６３は内部ＬＡＮ１５１に接続されており、これにより
管理端末１６０はチャネル制御部１１０やディスク制御部１４０等と通信を行うことがで
きる。またポート１６３は例えばＬＡＮ等と通信可能に接続されるようにすることもでき
る。この場合管理端末１６０は、ＬＡＮを通じて情報処理装置２００と通信を行うように
することもできる。
【００３３】
　＝＝＝外観図＝＝＝
　次に、本実施の形態に係るストレージ装置６００の外観構成を図２に示す。また、スト
レージ制御装置１００の外観構成を図３に示す。  
　図２に示すように、本実施の形態に係るストレージ装置６００はストレージ制御装置１
００及びストレージ駆動装置３００がそれぞれの筐体に納められた形態をしている。図２
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に示す例では、ストレージ制御装置１００の筐体の両側にストレージ駆動装置３００の筐
体が配置されている。ストレージ駆動装置３００には多数のハードディスクドライブが整
列して装着されている。
【００３４】
　ストレージ制御装置１００は、正面中央部に管理端末１６０が備えられている。管理端
末１６０はカバーで覆われており、図３に示すようにカバーを開けることにより管理端
末１６０を使用することができる。なお図３に示した管理端末１６０はいわゆるノート型
パーソナルコンピュータの形態をしているが、どのような形態とすることも可能である。
【００３５】
　管理端末１６０の下部には、チャネル制御部１１０が形成された回路基板（第１の回路
基板）やディスク制御部１４０が形成された回路基板（第３の回路基板）、キャッシュメ
モリ１３０として機能する不揮発性メモリを有する回路基板（第４の回路基板）、共有メ
モリ１２０が形成された回路基板（第２の回路基板）、内部接続部１５０が形成された回
路基板をそれぞれ装着するためのスロットが設けられている。各スロットにはこれらの回
路基板を装着するためのガイドレールが設けられている。ガイドレールに沿って各回路基
板をスロットに挿入することにより、チャネル制御部１１０やディスク制御部１４０、キ
ャッシュメモリ１３０、共有メモリ１２０、内部接続部１５０が形成された各回路基板を
ストレージ制御装置１００に装着することができる。スロットの奥手方向正面部には、各
回路基板をそれぞれ挿抜可能に取り付ける論理基板（回路基板装着部）１８０が設けられ
ている。論理基板１８０には、各回路基板をストレージ制御装置１００と電気的に接続す
るためのコネクタ１８１が設けられている。
【００３６】
　またストレージ制御装置１００には、チャネル制御部１１０等から発生する熱を放出す
るためのファン１７０が設けられている。ファン１７０はストレージ制御装置１００の上
面部に設けられる他、スロットの上部にも設けられている。
【００３７】
　またストレージ制御装置１００の下段には、電源装置１９０、及びバッテリ１９１が設
けられている。電源装置１９０は、ストレージ装置６００の外部から電力を取り入れ、そ
の電力をチャネル制御部１１０やキャッシュメモリ１３０、ファン１７０等のストレージ
装置６００内部の各装置に供給するための装置である。バッテリ１９１は停電時や電源装
置１９０の異常時等に、電源装置１９０に代わって、チャネル制御部１１０やディスク制
御部１４０等のストレージ装置６００内部の各装置に電力を供給するための予備電源装置
である。
【００３８】
　なお本実施の形態に係るストレージ制御装置１００においては、不揮発性メモリをキャ
ッシュメモリ１３０として用いるため、停電時や電源装置１９０の異常時等に、キャッシ
ュメモリ１３０に対して電力を供給する必要はない。そのため、予備電源装置を小型化す
ることが可能となる。これによりストレージ制御装置１００を小型化することが可能とな
る。
【００３９】
　＝＝＝チャネル制御部＝＝＝
　チャネル制御部１１０の構成を図５に示す。  
　チャネル制御部１１０を有する回路基板は一つのユニット化されたボードとして構成さ
れる。つまりチャネル制御部１１０を有する回路基板は、一枚もしくは複数枚の回路基板
を含んで一つのユニット化されたボードとして構成される。回路基板には、インタフェー
ス部１１１、メモリ１１３、ＣＰＵ１１２、ＮＶＲＡＭ（NonVolatile Random Access Me
mory）１１４、コネクタ１１５が形成される。
【００４０】
　インタフェース部１１１は、情報処理装置２００との間で通信を行うための通信インタ
フェースや、管理端末１６０との間で通信を行うための通信インタフェース、内部接続部
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１５０を介して共有メモリ１２０やキャッシュメモリ１３０、ディスク制御部１４０等と
の間で通信を行うための通信インタフェースを備える。　
　ＣＰＵ１１２は、チャネル制御部１１０全体の制御を司る。ＣＰＵ１１２によりメモリ
１１３に記憶された各種の動作を行うためのコードから構成されるチャネル制御プログラ
ム８１０やＮＶＲＡＭ１１４に記憶された各種プログラムが実行されることにより本実施
の形態に係るチャネル制御部１１０の機能が実現される。　
　ＮＶＲＡＭ１１４はＣＰＵ１１２の制御を司るプログラムを格納する不揮発性メモリで
ある。ＮＶＲＡＭ１１４に記憶されるプログラムの内容は、管理端末１６０からの指示に
より書き込みや書き換えを行うことができる。　
　チャネル制御部１１０はコネクタ１１５を備えている。コネクタ１１５が論理基板１８
０のコネクタ１８１と嵌合することにより、チャネル制御部１１０はストレージ制御装置
１００の内部接続部１５０や管理端末１６０等と電気的に接続される。
【００４１】
　メモリ１１３には、チャネル制御プログラム８１０が記憶される。チャネル制御プログ
ラム８１０は、情報処理装置２００から送信されたデータ入出力要求に応じて行われる記
憶ボリューム３１０に記憶されるデータの入出力制御や、管理端末１６０との間の通信の
制御、後述するキャッシュメモリ１３０に記憶されたデータの消去の制御等を行うための
プログラムである。なお、チャネル制御プログラム８１０は複数のプログラムにより構成
されるようにすることもできる。
【００４２】
　＝＝＝ディスク制御部＝＝＝
　次にディスク制御部１４０の構成を示す図を図６に示す。  
　ディスク制御部１４０を有する回路基板は一つのユニット化されたボードとして構成さ
れる。つまりディスク制御部１４０を有する回路基板は、一枚もしくは複数枚の回路基板
を含んで一つのユニット化されたボードとして構成される。回路基板には、インタフェー
ス部１４１、メモリ１４３、ＣＰＵ１４２、ＮＶＲＡＭ１４４、コネクタ１４５が形成さ
れる。
【００４３】
　インタフェース部１４１は、管理端末１６０との間で通信を行うための通信インタフェ
ースや、内部接続部１５０を介してチャネル制御部１１０やキャッシュメモリ１３０等と
の間で通信を行うための通信インタフェース、ストレージ駆動装置３００との間で通信を
行うための通信インタフェース等を備える。　
　ＣＰＵ１４２は、ディスク制御部１４０全体の制御を司る。ＣＰＵ１４２によりメモリ
１４３に記憶された各種の動作を行うためのコードから構成されるディスク制御プログラ
ム８２０やＮＶＲＡＭ１４４に記憶された各種プログラムが実行されることにより本実施
の形態に係るディスク制御部１４０の機能が実現される。　
　ＮＶＲＡＭ１４４はＣＰＵ１４２の制御を司るプログラムを格納する不揮発性メモリで
ある。ＮＶＲＡＭ１４４に記憶されるプログラムの内容は、管理端末１６０からの指示に
より書き込みや書き換えを行うことができる。　
　またディスク制御部１４０はコネクタ１４５を備えている。コネクタ１４５が論理基板
１８０のコネクタ１８１と嵌合することにより、ディスク制御部１４０はストレージ制御
装置１００の内部接続部１５０や管理端末１６０等と電気的に接続される。
【００４４】
　メモリ１４３には、ディスク制御プログラム８２０が記憶される。ディスク制御プログ
ラム８２０は、ストレージ駆動装置３００が備える記憶ボリューム３１０に記憶されるデ
ータの入出力制御や、管理端末１６０との間の通信の制御、後述するキャッシュメモリ１
３０に記憶されたデータの消去の制御等を行うためのプログラムである。なお、ディスク
制御プログラム８２０は複数のプログラムにより構成されるようにすることもできる。
【００４５】
　＝＝＝情報処理装置＝＝＝
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　次に、本実施の形態に係る情報処理装置２００の構成を示すブロック図を図７に示す。
  
　情報処理装置２００は、ＣＰＵ２１０、メモリ２２０、ポート２３０、記録媒体読取装
置２４０、入力装置２５０、出力装置２６０、記憶装置２８０を備える。
【００４６】
　ＣＰＵ２１０は情報処理装置２００の全体の制御を司るもので、メモリ２２０に記憶さ
れた各種の動作を行うためのコードから構成されるプログラム２２０Ａを実行することに
より本実施の形態に係る各種機能を実現する。例えば、上述した銀行の自動預金預け払い
サービス等の情報処理サービスの提供は、ＣＰＵ２１０がプログラム２２０Ａを実行する
ことにより行われる。また、ＣＰＵ２１０がプログラム２２０Ａを実行することにより、
上述した管理端末１６０で動作するＷｅｂサーバにより提供されるＷｅｂページの表示や
、ハードディスクドライブの構成の変更や、情報処理装置２００とチャネル制御部１１０
との間の通信路であるパスの設定、記憶ボリューム３１０の設定等を行うことができる。
【００４７】
　記録媒体読取装置２４０は記録媒体２７０に記録されているプログラムやデータを読み
取るための装置である。読み取られたプログラムやデータはメモリ２２０や記憶装置２８
０に記憶される。従って、例えば記録媒体２７０に記録されたプログラム２２０Ａを、記
録媒体読取装置２４０を用いて上記記録媒体２７０から読み取って、メモリ２２０や記憶
装置２８０に記憶するようにすることができる。記録媒体２７０としてはフレキシブルデ
ィスクやＣＤ－ＲＯＭ、半導体メモリ等を用いることができる。記録媒体読取装置２４０
は情報処理装置２００に内蔵されている形態とすることもできるし、外付されている形態
とすることもできる。記憶装置２８０は、例えばハードディスクドライブや半導体記憶装
置等とすることができる。また記憶装置２８０は情報処理装置２００に内蔵されるように
することもできるし、外付けされるようにすることもできる。外付けされる場合には、通
信ネットワークを介して接続される他の情報処理装置２００の記憶装置２８０とすること
もできる。またストレージ装置６００とすることもできる。入力装置２５０は情報処理装
置２００を操作するオペレータ等による情報処理装置２００へのデータ入力等のために用
いられるユーザインタフェースである。入力装置２５０としては例えばキーボードやマウ
ス等が用いられる。出力装置２６０は情報を外部に出力するためのユーザインタフェース
である。出力装置２６０としては例えばディスプレイやプリンタ等が用いられる。ポート
２３０は、チャネル制御部１１０と通信を行うための装置である。またポート２３０は、
ＬＡＮ等の通信ネットワークを通じて他の情報処理装置２００や管理端末１６０と通信を
行うことができるようにすることもできる。この場合、例えばプログラム２２０Ａをポー
ト２３０を介して他の情報処理装置２００から受信して、メモリ２２０や記憶装置２８０
に記憶するようにすることもできる。
【００４８】
　＝＝＝キャッシュメモリ＝＝＝
　次に本実施の形態に係るキャッシュメモリ１３０の構成について、図９、図１０、及び
図１４に示す。  
　まず、本実施の形態に係るストレージ制御装置１００におけるキャッシュメモリ１３０
の構成を図９に示す。またキャッシュメモリ１３０の詳細な構成を図１０に示す。
【００４９】
　なお、揮発性メモリ１３１０を用いて構成されるキャッシュメモリ１３００を搭載した
場合のストレージ制御装置１００の構成を図８に示す。この場合には、停電や電源装置１
９０の故障等によりキャッシュメモリ１３００への電力供給が停止した場合でも、キャッ
シュメモリ１３００に記憶されているデータが消失しないようにするために、キャッシュ
メモリ１３００はバッテリ１９１からも電力の供給を受けることができるようにする必要
がある。そのためキャッシュメモリ１３００はバックアップ切換回路１３３０を備え、電
源装置１９０からの電力供給が停止した場合には、バッテリ１９１から電力供給が受けら
れるようになっている。
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【００５０】
　図９示す本実施の形態に係るストレージ制御装置１１０においては、上述したように、
不揮発性メモリ１３１を用いて構成されるキャッシュメモリ１３０が搭載されている。
【００５１】
　チャネル制御部１１０及びディスク制御部１４０は、内部接続部１５０を介してキャッ
シュメモリ１３０に対してデータの読み書きを行う。また、チャネル制御部１１０及びデ
ィスク制御部１４０は、管理端末１６０から消去コマンドを受信することにより、不揮発
性メモリ１３１に記憶されているデータを消去することもできる。なお、不揮発性メモリ
１３１に記憶されているデータの消去は、不揮発性メモリ１３１に記憶されているデータ
を他のデータに書き換えることにより行うことができる。
【００５２】
　キャッシュメモリ１３０は、不揮発性メモリ１３１、キャッシュメモリコントローラ（
データ消去回路）１３２、イレース制御回路（データ消去回路）１３３、モードレジスタ
１３４、取り外し情報出力回路１３５、キャパシタ１３６を備える。
【００５３】
　不揮発性メモリ１３１は、例えばフラッシュＥＥＰＲＯＭ等の不揮発性メモリデバイス
により構成される。不揮発性メモリ１３１には、情報処理装置２００からのデータ入出力
要求に応じてハードディスクドライブに対して読み書きが行われるデータが記憶される。
不揮発性メモリ１３１は、上記フラッシュＥＥＰＲＯＭの他に、例えばＭＲＡＭ（Magnet
ic RAM）、ＦｅＲＡＭ(Ferroelectric RAM)、ＯＵＭ(Ovonic Unified Memory)等とするこ
ともできる。
【００５４】
　キャッシュメモリコントローラ１３２は、チャネル制御部１１０やディスク制御部１４
０から送信される各種コマンド（例えば不揮発性メモリ１３１へのデータの書き込みコマ
ンドや、不揮発性メモリ１３１からのデータの読み出しコマンド、不揮発性メモリ１３１
に記憶されているデータの消去コマンド等）に応じて、不揮発性メモリ１３１へのデータ
の読み書きの制御を行う。例えばチャネル制御部１１０からデータの書き込みコマンドが
送信された場合には、その書き込みコマンドにより指定される不揮発性メモリ１３１の記
憶アドレスへ、その書き込みコマンドと共に送信されてくる書き込みデータの書き込みを
行う。また例えばチャネル制御部１１０からデータの読み出しコマンドが送信された場合
には、その読み出しコマンドにより指定される不揮発性メモリ１３１の記憶アドレスから
、その読み出しコマンドにより指定されるデータ量の分、不揮発性メモリ１３１からデー
タを読み出して、チャネル制御部１１０に送信する。また、例えばチャネル制御部１１０
から、不揮発性メモリ１３１に記憶されているデータの消去コマンドが送信された場合に
は、不揮発性メモリ１３１に記憶されるデータを消去する。
【００５５】
　詳しい動作については図１０を用いて説明する。なおここではチャネル制御部１１０か
らデータの書き込みコマンドが送信された場合、チャネル制御部１１０からデータの読み
出しコマンドが送信された場合、チャネル制御部１１０からデータの消去コマンドが送信
された場合について説明するが、ディスク制御部１４０からこれらのコマンドが送信され
た場合についても同様である。
【００５６】
　まずチャネル制御部１１０からデータの書き込みコマンドが送信された場合について説
明する。  
　まず、情報処理装置２００からデータ書き込み要求を受信したチャネル制御部１１０か
ら、内部接続部１５０を経由して書き込みコマンドが送信されてくると、その書き込みコ
マンドはパス側セレクタ回路７２０を介してパケットバッファ２（７４０）に記憶される
。またパケットバッファ２（７４０）には、書き込みコマンドに続いて送信されてくる書
き込みデータが次々と記憶されてゆく。その間、コマンド／アドレス解析部７１０は、パ
ケットバッファ２（７４０）に記憶された書き込みコマンドをデコードしてコマンドの種
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類を書き込みコマンドであると特定すると共に、不揮発性メモリ１３１において書き込み
データが書き込まれるアドレスや書き込みデータのデータ量についても特定する。そして
、コマンド／アドレス解析部７１０からメモリ制御部７００に対して、書き込みデータが
書き込まれるアドレスや書き込みデータのデータ量等の情報が送られる。そうするとメモ
リ制御部７００は、不揮発性メモリ１３１に対して書き込みデータが書き込まれるアドレ
スとライトイネーブル信号を入力すると共に、メモリ側セレクタ回路７３０を介して、パ
ケットバッファ２（７４０）に記憶されている書き込みデータを不揮発性メモリ１３１に
転送する。メモリ制御部７００は、全ての書き込みデータが不揮発性メモリ１３１に書き
込まれるまで、順次書き込みデータが書き込まれるアドレスを更新しながら、上記書き込
みデータの転送を行う。全ての書き込みデータが不揮発性メモリ１３１に書き込まれたら
、終了ステータス情報をスタータスレジスタ７５０に書き込むと共に、その終了ステータ
ス情報を、メモリ側セレクタ回路７３０を介してパケットバッファ１（７４０）に転送し
、内部接続部１５０を介してチャネル制御部１１０に送信する。これにより、チャネル制
御部１１０から送信されたキャッシュメモリ１３０への書き込みコマンドに応じて、書き
込みデータを不揮発性メモリ１３１へ書き込むことができる。
【００５７】
　次にチャネル制御部１１０からデータの読み出しコマンドが送信された場合について説
明する。  
　まず情報処理装置２００からデータ読み出し要求を受信したチャネル制御部１１０から
、内部接続部１５０を経由して読み出しコマンドが送信されてくると、その読み出しコマ
ンドはパス側セレクタ回路７２０を介してパケットバッファ２（７４０）に記憶される。
そうすると、コマンド／アドレス解析部７１０は、パケットバッファ２（７４０）に記憶
された読み出しコマンドをデコードしてコマンドの種類を読み出しコマンドであると特定
すると共に、読み出しデータが記憶されている不揮発性メモリ１３１におけるアドレスや
読み出しデータのデータ量について特定する。そして、コマンド／アドレス解析部７１０
からメモリ制御部７００に対して、読み出しデータのアドレスや読み出しデータのデータ
量等の情報が送られる。そうするとメモリ制御部７００は、不揮発性メモリ１３１に対し
て読み出しデータのアドレスとリードイネーブル信号を入力する。そしてメモリ制御部７
００は、不揮発性メモリ１３１から読み出されるデータを、メモリ側セレクタ回路７３０
を介して、パケットバッファ１（７４０）に転送する。パケットバッファ１（７４０）に
転送された読み出しデータは、内部接続部１５０を介してチャネル制御部１１０に送信さ
れる。メモリ制御部７００は、要求された全てのデータが不揮発性メモリ１３１から読み
出されるまで順次アドレスを更新しながら、上記読み出しデータの転送を行う。また全て
の読み出しデータの読み出しが完了したら、終了ステータス情報をスタータスレジスタ７
５０に書き込むと共に、その終了ステータス情報を、メモリ側セレクタ回路７３０を介し
てパケットバッファ１（７４０）に転送し、内部接続部１５０を介してチャネル制御部１
１０に送信する。これにより、チャネル制御部１１０から送信されたキャッシュメモリ１
３０への読み出しコマンドに応じて、データを不揮発性メモリ１３１から読み出すことが
できる。
【００５８】
　次にチャネル制御部１１０からデータの消去コマンドが送信された場合について説明す
る。  
　まず管理端末１６０からデータの消去要求を受信したチャネル制御部１１０から、内部
接続部１５０を経由して消去コマンドが送信されてくると、その消去コマンドはパス側セ
レクタ回路７２０を介してパケットバッファ２（７４０）に記憶される。そうすると、コ
マンド／アドレス解析部７１０は、パケットバッファ２（７４０）に記憶された消去コマ
ンドをデコードしてコマンドの種類を消去コマンドであると特定する。また消去コマンド
に、不揮発性メモリ１３１においてデータを消去する範囲（所定範囲）を示す情報（第１
のアドレス、第２のアドレス）や消去のためのデータ（他のデータ）を示す情報が含まれ
ている場合には、それらの情報についても特定する。そして、コマンド／アドレス解析部
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７１０からメモリ制御部７００に対して、データを消去する範囲を示す情報や消去のため
のデータを示す情報が送られる。そうするとメモリ制御部７００は、コマンド／アドレス
解析部７１０から送信されたデータを消去する範囲を示す情報のうち、消去を開始するア
ドレス（第１のアドレス）を示す情報を消去開始アドレスレジスタ（消去範囲記憶回路）
７５２に記憶し、消去を終了するアドレス（第２のアドレス）を示す情報を消去終了アド
レスレジスタ（消去範囲記憶回路）７５３に記憶する。またメモリ制御部７００は消去の
ためのデータを消去データレジスタ（書き換えデータ記憶回路）７５１に記憶する。また
コマンド／アドレス解析部７１０からは、不揮発性メモリ１３１に記憶されているデータ
を消去すべき旨の情報がモードレジスタ１３４に書き込まれる。モードレジスタ１３４に
その旨の情報が書き込まれると、イレース制御回路１３３は、メモリ制御部７００に不揮
発性メモリ１３１に記憶されているデータを消去すべき旨の情報を送信する。そうすると
メモリ制御部７００は、不揮発性メモリ１３１に対して、不揮発性メモリ１３１のアドレ
スとライトイネーブル信号を入力して、消去データレジスタ７５１に記憶されている消去
のためのデータを、不揮発性メモリ１３１に書き込む。このようにして不揮発性メモリ１
３１に記憶されているデータを消去する。メモリ制御部７００は、消去を開始するアドレ
スから消去を終了するアドレスまでの範囲に記憶されているデータを消去し終わるまで、
順次不揮発性メモリ１３１のアドレスを更新しながら、上記消去を行う。全ての範囲のデ
ータが消去されたら、メモリ制御部７００は終了ステータス情報をスタータスレジスタ７
５０に書き込むと共に、その終了ステータス情報を、メモリ側セレクタ回路７３０を介し
てパケットバッファ１（７４０）に転送し、内部接続部１５０を介してチャネル制御部１
１０に送信する。これにより、チャネル制御部１１０から送信されたキャッシュメモリ１
３０への消去コマンドに応じて、不揮発性メモリ１３１の消去を行うことができる。
【００５９】
　なお、消去コマンドに、不揮発性メモリ１３１においてデータを消去する範囲を示す情
報や、消去のためのデータを示す情報が含まれていない場合には、例えば不揮発性メモリ
１３１の全ての記憶アドレスに対して”０”が書き込まれるようにハードウェア等により
構成しておくようにすることもできる。もちろんこの場合、所定範囲のアドレスのデータ
のみが消去されるようにハードウェア等により構成しておくようにすることもできる。ま
た書き込まれるデータも”０”以外に例えば”１”とするようにハードウェア等により構
成しておくようにすることもできる。
【００６０】
　なお上記所定範囲は、例えば不揮発性メモリ１３１における全記憶エリアの内のユーザ
エリアとすることができる。ここでユーザエリアとは、データを書き換え可能な記憶エリ
アをいう。このようにすることにより、キャッシュメモリ１３０等の制御に用いられ、通
常は書き換えられることのないデータが誤って消去されてしまうことを防止することがで
きる。
【００６１】
　チャネル制御部１１０からキャッシュメモリ１３０に送信される消去コマンドの内容は
、管理端末１６０の出力装置１６６に表示される図１１及び図１２に示すような設定画面
を用いて指定するようにすることができる。
【００６２】
　図１１に示す設定画面において、「現在のキャッシュメモリ構成」欄には、ストレージ
制御装置１００の各スロットに現在装着されているキャッシュメモリ１３０が表示される
。図１１に示す例では、ストレージ制御装置１００のスロットにはキャッシュメモリ１３
０の回路基板が４枚装着されていることが示される。これらのキャッシュメモリ１３０の
回路基板を示す表示部分にマウス等の入力装置１６５を用いてカーソルを重ねてクリック
することにより、キャッシュメモリ１３０を選択することができる。ここで「詳細設定」
欄にカーソルを重ねてマウスをクリックすると、図１２に示す詳細設定画面が表示される
。
【００６３】
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　詳細設定画面においては、「消去データパターン設定」欄、「消去範囲指定」欄、「キ
ャッシュメモリ基板取り外し時自動データ消去」欄、「デステージ」欄が表示され、それ
ぞれの内容を指定することができる。
【００６４】
　「消去データパターン設定」欄は、消去データレジスタ７５１に記憶される消去のため
のデータを指定するための欄である。図１２に示す例では”ＦＦ”、”００”、”ＡＡ”
、”５５”、”時刻”が指定可能になっている。
【００６５】
　”ＦＦ”が選択された場合には、消去コマンドと共に１６進数の”ＦＦ”が消去のため
のデータとして送信され、消去データレジスタ７５１に書き込まれる。そして不揮発性メ
モリ１３１の消去の際には、不揮発性メモリ１３１の各ビットには”１”が書き込まれる
。
【００６６】
　”００”が選択された場合には、消去コマンドと共に１６進数の”００”が消去のため
のデータとして送信され、消去データレジスタ７５１に書き込まれる。そして不揮発性メ
モリ１３１の消去の際には、不揮発性メモリ１３１の各ビットには”０”が書き込まれる
。
【００６７】
　”ＡＡ”が選択された場合には、消去コマンドと共に１６進数の”ＡＡ”が消去のため
のデータとして送信され、消去データレジスタ７５１に書き込まれる。そして不揮発性メ
モリ１３１の消去の際には、不揮発性メモリ１３１の各ビットには”１”と”０”とが交
互に書き込まれる。
【００６８】
　”５５”が選択された場合には、消去コマンドと共に１６進数の”５５”が消去のため
のデータとして送信され、消去データレジスタ７５１に書き込まれる。そして不揮発性メ
モリ１３１の消去の際には、不揮発性メモリ１３１の各ビットには”０”と”１”とが交
互に書き込まれる。
【００６９】
　”時刻”が選択された場合には、消去コマンドと共に消去コマンド送信時の時刻を示す
情報が消去のためのデータとして送信され、消去データレジスタ７５１に書き込まれる。
そして不揮発性メモリ１３１の消去の際には、不揮発性メモリ１３１の各ビットには消去
コマンド送信時の時刻を示す情報が書き込まれる。なおここで消去コマンド送信時の時刻
を示す情報は、ある基準時刻からの経過時間を示す情報とすることもできる。
【００７０】
　「消去範囲指定」欄は、消去開始アドレスレジスタ７５２に記憶される消去を開始する
アドレスを示す情報、及び消去終了アドレスレジスタ７５３に記憶される消去を終了する
アドレスを示す情報を指定するための欄である。
【００７１】
　”全範囲”を選択すると、不揮発性メモリ１３１の全てのアドレスに記憶されるデータ
を消去の対象とすることができる。
【００７２】
　”範囲指定”を選択した場合には、「ＦＲＯＭ」欄と「ＴＯ」欄とにおいて、それぞれ
、消去を開始するアドレスを示す情報と消去を終了するアドレスを示す情報とを指定する
ことができる。
【００７３】
　「キャッシュメモリ基板取り外し時自動データ消去」欄は、詳細は後述するが、キャッ
シュメモリ１３０が形成された回路基板がストレージ制御装置１００から取り外された場
合に、不揮発性メモリ１３１に記憶されているデータを消去するか否かを指定するための
欄である。
【００７４】
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　”ＯＮ”が選択された場合には、キャッシュメモリコントローラ１３２の基板取り外し
時消去実施可否レジスタ７５４にその旨の情報がセットされ、キャッシュメモリ１３０が
形成された回路基板がストレージ制御装置１００から取り外された場合に、不揮発性メモ
リ１３１に記憶されているデータの消去が開始される。
【００７５】
　”ＯＦＦ”が選択された場合には、キャッシュメモリコントローラ１３２の基板取り外
し時消去実施可否レジスタ７５４にその旨の情報がセットされ、キャッシュメモリ１３０
が形成された回路基板がストレージ制御装置１００から取り外された場合であっても、不
揮発性メモリ１３１に記憶されているデータの消去は開始されない。
【００７６】
　「デステージ」欄は、チャネル制御部１１０等から消去コマンドがキャッシュメモリ１
３０に送信されることより不揮発性メモリ１３１に記憶されているデータの消去が実施さ
れる場合に、不揮発性メモリ１３１に記憶されているデータのうち、ハードディスクドラ
イブへ未書き込みのデータを、ハードディスクドライブへ書き込むか否かを指定するため
の欄である。
【００７７】
　”行なう”が選択された場合には、キャッシュメモリコントローラ１３２のデステージ
可否レジスタ７５５にその旨の情報がセットされる。そして、不揮発性メモリ１３１に記
憶されているデータの内ハードディスクドライブへ未書き込みのデータをハードディスク
ドライブへ書き込んでから、不揮発性メモリ１３１に記憶されているデータの消去が開始
される。
【００７８】
　”行なわない”が選択された場合には、キャッシュメモリコントローラ１３２のデステ
ージ可否レジスタ７５５にその旨の情報がセットされる。そして、不揮発性メモリ１３１
に記憶されているデータの内ハードディスクドライブへ未書き込みのデータがあっても、
ハードディスクドライブへの書き込みを行わずに、不揮発性メモリ１３１に記憶されてい
るデータの消去が開始される。
【００７９】
　「ＯＫ」欄にマウスのカーソルを重ねてクリックすることにより、上記各設定内容が管
理端末１６０からチャネル制御部１１０等を経由してキャッシュメモリ１３０に送信され
る。そして各設定情報が、消去データレジスタ７５１、消去開始アドレスレジスタ７５２
、消去終了アドレスレジスタ７５３、基板取り外し時消去実施可否レジスタ７５４、デス
テージ可否レジスタ７５５に記憶される。そして図１２に示す詳細設定画面が閉じられ、
図１１に示す設定画面の表示に戻る。
【００８０】
　「Ｃａｎｃｅｌ」欄にマウスのカーソルを重ねてクリックすることにより、上記各設定
内容の入力を取り消すことができる。
【００８１】
　図１１に示す設定画面において、「データ消去」欄にマウスのカーソルを重ねてクリッ
クすることにより、消去コマンドが、管理端末１６０からチャネル制御部１１０を経由し
てキャッシュメモリ１３０に送信される。これにより、不揮発性メモリ１３１に記憶され
ているデータの消去が開始される。　
　不揮発性メモリ１３１のデータの消去が完了し、キャッシュメモリ１３０からチャネル
制御部１１０を経由して終了ステータスが送信されてくると、例えば図１３に示すような
メッセージが表示されるようにすることもできる。
【００８２】
　また図１１において「消去中断」欄にマウスのカーソルを重ねてクリックすることによ
り、不揮発性メモリ１３１に記憶されているデータの消去の中断を行うための消去中断コ
マンドが、管理端末１６０からチャネル制御部１１０を経由してキャッシュメモリ１３０
に送信されるようにすることもできる。これにより、不揮発性メモリ１３１に記憶されて
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いるデータの消去の中断が行えるようにすることもできる。
【００８３】
　不揮発性メモリ１３１に記憶されているデータを、管理端末１６０からの指示により消
去する際の処理の流れを示すフローチャートを図１７及び図１８に示す。
　まず、図１１に示す設定画面における「データ消去」欄にマウスのカーソルが重ねられ
、クリックされることにより、管理端末１６０にキャッシュメモリ１３０に記憶されてい
るデータの消去の指示が受け付けられると（S1000）、管理端末１６０はチャネル制御部
１１０に対して消去コマンドを送信する（S1001）。そうするとチャネル制御部１１０は
、消去コマンドを内部接続部１５０を介してキャッシュメモリ１３０に送信する（S1002
）。そしてキャッシュメモリ１３０は、不揮発性メモリ１３１に記憶されているデータの
消去を開始し（S1003）、データの消去が終了したらチャネル制御部１１０に対して終了
ステータス情報を送信する（S1004）。そうするとチャネル制御部１１０は終了ステータ
ス情報を管理端末１６０に送信する（S1005）。そして管理端末１６０は、例えば図１３
に示したようなメッセージを出力装置１６６に表示することにより、終了ステータスを表
示する（S1006）。
【００８４】
　S1003における不揮発性メモリ１３１に記憶されているデータの消去の処理は、図１８
に示すように、まず、チャネル制御部１１０から、内部接続部１５０を経由して消去コマ
ンドが送信されてくると、その消去コマンドはコマンド／アドレス解析部７１０でデコー
ドされてコマンドの種類が消去コマンドであると特定される（S2000）。そしてコマンド
／アドレス解析部７１０からは、不揮発性メモリ１３１に記憶されているデータを消去す
べき旨の情報がモードレジスタ１３４に書き込まれる（S2001）。モードレジスタ１３４
にその旨の情報が書き込まれると、イレース制御回路１３３から、メモリ制御部７００に
不揮発性メモリ１３１に記憶されているデータを消去すべき旨の情報を送信される（S200
2）。そうするとメモリ制御部７００は、不揮発性メモリ１３１に対して、不揮発性メモ
リ１３１のアドレスとライトイネーブル信号を入力して、消去を開始するアドレスから消
去を終了するアドレスまでの範囲に記憶されるデータを、消去データレジスタ７５１に記
憶されている消去のためのデータにより書き換える（S2003）。全ての範囲のデータが書
き換えられたら、メモリ制御部７００は終了ステータス情報をスタータスレジスタ７５０
に書き込む（S2004）。そして上述したS1004の処理を実施する。
【００８５】
　なお、上述した例では、管理端末１６０から送信された消去コマンドがチャネル制御部
１１０を経由してキャッシュメモリ１３０に送信される場合を説明したが、管理端末１６
０から送信された消去コマンドがディスク制御部１４０を経由してキャッシュメモリ１３
０に送信されるようにすることもできる。また管理端末１６０から送信された消去コマン
ドがチャネル制御部１１０やディスク制御部１４０を経由せずに、直接キャッシュメモリ
１３０に送信されるようにすることもできる。
【００８６】
　次に、図１０に戻って、基板取り外し検出器（取り外し情報出力回路）１３５について
説明する。  
　基板取り外し検出器１３５は、キャッシュメモリ１３０の回路基板が論理基板１８０か
ら取り外されたことを示す回路基板取り外し情報を出力する。この回路基板取り外し情報
により、キャッシュメモリ１３０の回路基板が論理基板１８０から取り外されたことを検
出することができる。
【００８７】
　本実施の形態に係る基板取り外し検出器１３５には、図１４に示すように２つの信号（
ＬＩＤＴ、ＶＩＮ）が入力される。そして１つの信号（回路基板取り外し情報）を出力す
る。ＬＩＤＴ及びＶＩＮは、共に論理基板１８０を経由して電源装置１９０に接続されて
いるため、キャッシュメモリ１３０の回路基板が論理基板１８０に装着されている場合に
は、ＬＩＤＴの電圧及びＶＩＮの電圧は共に、電源装置１９０の出力電圧に略等しくなる
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。またキャッシュメモリ１３０の回路基板が論理基板１８０から取り外されている場合に
は、ＬＩＤＴの電圧及びＶＩＮの電圧は共に、グラウンド電位に略等しくなる。
【００８８】
　ところで本実施の形態においては。コネクタ１８１におけるＬＩＤＴ用のピン１８２と
ＶＩＮ用のピン１８３とでピンの長さに差を付けるようにしている。具体的には図１４に
示すように、ＬＩＤＴ用のピン１８２がＶＩＮ用のピン１８３よりも長くされている。
【００８９】
　そのため、キャッシュメモリ１３０の回路基板が論理基板１８０に取り付けられる際に
は、まずＬＩＤＴ用のピン１８２がキャッシュメモリ１３０の回路基板側のピン１３８と
接触し、その後にＶＩＮ用のピン１８３がキャッシュメモリ１３０の回路基板側のピン１
３８と接触する。一方キャッシュメモリ１３０の回路基板が論理基板１８０から取り外さ
れる際には、まずＶＩＮ用のピン１８３がキャッシュメモリ１３０の回路基板側のピン１
３８から離れ。その後にＬＩＤＴ用のピン１８２がキャッシュメモリ１３０の回路基板側
のピン１３８から離れる。
【００９０】
　そして、基板取り外し検出器１３５を、例えばＬＩＤＴとＶＩＮとの排他的論理和を演
算し、その演算結果を回路基板取り外し情報として出力する回路により構成すれば、キャ
ッシュメモリ１３０の回路基板が論理基板１８０から取り外される際に、図１５に示すよ
うに、キャッシュメモリ１３０の回路基板が論理基板１８０から取り外されたことを示す
パルス状の信号を回路基板取り外し情報として出力させるようにすることができる。
【００９１】
　なお、回路基板取り外し情報は上述した例に限定されることはない。例えば基板取り外
し検出器１３５にはＬＩＤＴ、又はＶＩＮのいずれか１つの信号のみが入力されるように
し、そのＬＩＤＴ、又はＶＩＮのいずれか１つの信号をそのまま回路基板取り外し情報と
して出力するようにすることもできる。この場合、回路基板取り外し情報の信号の電圧が
電源装置１９０の出力電圧に略等しければ、キャッシュメモリ１３０の回路基板が論理基
板１８０に装着されていることが検出でき、回路基板取り外し情報の信号の電圧がグラウ
ンド電位に略等しければ、キャッシュメモリ１３０の回路基板が論理基板１８０から取り
外されていることが検出できる。
【００９２】
　その他、ＬＩＤＴとＶＩＮとの間の導通を検出（電気抵抗を検出）することにより、キ
ャッシュメモリ１３０の回路基板が論理基板１８０から取り外されていることを検出する
ようにすることもできる。なおこの場合には、図１４においてＬＩＤＴ及びＶＩＮは電源
装置１８０と接続されている必要は必ずしもない。
【００９３】
　このように出力される回路基板取り外し情報はイレース制御回路１３３に入力される。
キャッシュメモリ１３０の回路基板が論理基板１８０から取り外されたことを示す回路基
板取り外し情報が基板取り外し検出器１３５から出力された場合の処理の流れを図１９に
示す。
【００９４】
　キャッシュメモリ１３０の回路基板が論理基板１８０から取り外されたことを示す回路
基板取り外し情報が基板取り外し検出器１３５から出力されると（S3000）、イレース制
御回路１３３は、上述した基板取り外し時消去実施可否レジスタ７５４に不揮発性メモリ
１３１に記憶されているデータの消去可能の旨が記憶されている場合には、メモリ制御部
７００に不揮発性メモリ１３１の消去を実行すべき旨の情報を送信する（S3001）。そう
するとメモリ制御部７００は、不揮発性メモリ１３１に対して、不揮発性メモリ１３１の
アドレスとライトイネーブル信号を入力して、消去データレジスタ７５１に記憶されてい
る消去のためのデータの不揮発性メモリ１３１への書き込みを開始する（S3001）。メモ
リ制御部７００は、消去開始アドレスレジスタ７５２及び消去終了アドレスレジスタ７５
３にそれぞれ記憶されている、消去を開始するアドレスから消去を終了するアドレスまで
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の範囲に記憶されているデータを、上記消去のためのデータで書き換え終わるまで、順次
不揮発性メモリ１３１のアドレスを更新しながら、上記書き換えを行う。全ての範囲のデ
ータが消去のためのデータに書き換えられたら、メモリ制御部７００は終了ステータス情
報をスタータスレジスタ７５０に書き込む（S3003）。それと共にメモリ制御部７００は
、その終了ステータス情報をメモリ側セレクタ回路７３０を介してパケットバッファ１（
７４０）に転送する。ただし、すでにキャッシュメモリ１３０の回路基板が論理基板１８
０から取り外されているので、パケットバッファ１（７４０）に転送された終了ステータ
ス情報がチャネル制御部１１０に送信されることはない。このようにすることにより、キ
ャッシュメモリ１３０の回路基板が論理基板１８０から取り外された場合に、不揮発性メ
モリ１３１に記憶されているデータの消去を行うことができる。
【００９５】
　なお、キャッシュメモリ１３０の回路基板が論理基板１８０から取り外された場合には
、電源装置１９０からの電力供給路が絶たれることになる。そのため本実施の形態に係る
キャッシュメモリ１３０の回路基板には、回路基板が論理基板１８０から取り外された後
に、回路基板内で使用するための電力を蓄える蓄電回路を備えている。蓄電回路としては
例えば図１０に示すようにキャパシタ１３６を用いることができる。キャパシタ１３６に
は、キャッシュメモリ１３０の回路基板が論理基板１８０に装着されている間に、電源装
置１９０から供給される電力を蓄えておくようにする。そしてキャッシュメモリ１３０の
回路基板が論理基板１８０から取り外された場合には、キャパシタ１３６に蓄えられた電
力が、キャッシュメモリコントローラ１３２や不揮発性メモリ１３１等の回路基板内の各
回路に供給されるようにする。これにより、キャッシュメモリ１３０の回路基板が論理基
板１８０から取り外され、回路基板への電源装置１９０からの電力供給路が絶たれた後で
あっても、不揮発性メモリ１３１に記憶されているデータの消去を行うことができる。
【００９６】
　なお、本実施の形態に係る不揮発性メモリ１３１としては、不揮発性メモリ１３１に記
憶されるデータを消去するためのメモリ消去要求信号の入力を受け付け、メモリ消去要求
信号が入力されると不揮発性メモリ１３１に記憶されるデータを消去する機能を備えるも
のを用いるようにすることもできる。その場合のストレージ制御装置１１０の構成を図１
６に示す。
【００９７】
　この場合には、メモリ制御部７００から不揮発性メモリ１３１に上記メモリ消去要求信
号を入力することにより、不揮発性メモリ１３１に記憶されているデータの消去を行うこ
とができる。不揮発性メモリ１３１に入力されるメモリ消去要求信号は、不揮発性メモリ
１３１の製品仕様として規定されるものである。
【００９８】
　以上本実施の形態に係るストレージ制御装置１００について説明したが、本実施の形態
によれば、不揮発性メモリ１３１を用いてキャッシュメモリ１３０を構成する場合に、キ
ャッシュメモリ１３０に記憶されているデータの機密保持を実現することが可能となる。
例えば、許可無き者によりキャッシュメモリ１３０がストレージ制御装置１００から取り
外されて持ち出されたような場合であっても、キャッシュメモリ１３０に記憶されている
データが第三者に知られ、機密が漏洩することを防止することが可能となる。また、スト
レージ制御装置１００が廃棄される場合や、キャッシュメモリ１３０が廃棄される場合に
も、廃棄業者等を通じてキャッシュメモリ１３０に記憶されているデータが第三者に知ら
れ、機密が漏洩することを防止することが可能となる。
【００９９】
　なお本実施の形態においては、ストレージ制御装置１００におけるキャッシュメモリ１
３０に記憶されるデータを消去する場合について説明したが、本願発明はチャネル制御部
１１０のＮＶＲＡＭ１１４やディスク制御部１４０のＮＶＲＡＭ１４４に記憶されるデー
タを消去する場合についても適用可能である。
【０１００】
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　さらに本願発明は、ストレージ制御装置１００以外にも不揮発性メモリを備える一般の
情報処理装置にも広く適用することが可能である。例えばコンピュータや電話機、コピー
機、ファクシミリ送受信機、プリンタ、ＰＯＳ（Point Of Sales system）端末、カメラ
、ＩＣ（Integrated Circuit）レコーダ、ＤＶＤ（Digital Versatile Disc）レコーダや
、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）レコーダ、ＭＤ（Mini Disk）録再機、テレビ受信器、ビデ
オカメラ等のオーディオビジュアル機器、ＰＤＡ（Personal Digital Assistance）端末
等の、不揮発性メモリを備える情報処理装置にも適用することが可能である。
【０１０１】
　以上発明を実施するための最良の形態について説明したが、上記実施の形態は本発明の
理解を容易にするためのものであり、本発明を限定して解釈するためのものではない。本
発明はその趣旨を逸脱することなく変更、改良され得ると共に、本発明にはその等価物も
含まれる。
【図面の簡単な説明】
【０１０２】
【図１】本実施の形態に係るストレージ装置の全体構成を示すブロック図である。
【図２】本実施の形態に係るストレージ装置の外観構成を示す図である。
【図３】本実施の形態に係るストレージ制御装置の外観構成を示す図である。
【図４】本実施の形態に係る管理端末の構成を示すブロック図である。
【図５】本実施の形態に係るチャネル制御部の構成を示すブロック図である。
【図６】本実施の形態に係るディスク制御部の構成を示すブロック図である。
【図７】本実施の形態に係る情報処理装置の構成を示すブロック図である。
【図８】揮発性メモリを有するキャッシュメモリを備えたストレージ制御装置の構成を示
すブロック図である。
【図９】本実施の形態に係るストレージ制御装置の構成を示すブロック図である。
【図１０】本実施の形態に係るキャッシュメモリの構成を示すブロック図である。
【図１１】本実施の形態に係るキャッシュメモリに記憶されるデータを消去するための設
定画面例を示す図である。
【図１２】本実施の形態に係るキャッシュメモリに記憶されるデータを消去するための設
定画面例を示す図である。
【図１３】本実施の形態に係るキャッシュメモリに記憶されるデータの消去が完了した場
合に表示されるメッセージの例を示す図である。
【図１４】本実施の形態に係るキャッシュメモリの構成を示すブロック図である。
【図１５】本実施の形態に係る回路基板取り外し情報が出力される様子を示す図である。
【図１６】本実施の形態に係るストレージ制御装置の構成を示すブロック図である。
【図１７】本実施の形態に係るキャッシュメモリに記憶されるデータの消去の処理を示す
フローチャートである。
【図１８】本実施の形態に係るキャッシュメモリに記憶されるデータの消去の処理を示す
フローチャートである。
【図１９】本実施の形態に係るキャッシュメモリに記憶されるデータの消去の処理を示す
フローチャートである。
【符号の説明】
【０１０３】
　　１００　　ストレージ制御装置　　　　１１０　　チャネル制御部
　　１２０　　共有メモリ　　　　　　　　１３０　　キャッシュメモリ
　　１３１　　不揮発性メモリ　　　　　　１３２　　キャッシュメモリコントローラ
　　１３３　　イレース制御回路　　　　　１３４　　モードレジスタ
　　１３５　　基板取り外し検出器　　　　１３６　　キャパシタ
　　１３７　　コネクタ　　　　　　　　　１３８　　ピン
　　１４０　　ディスク制御部　　　　　　１５０　　接続部
　　１６０　　管理端末　　　　　　　　　１８０　　論理基板



(21) JP 4494031 B2 2010.6.30

10

　　１８１　　コネクタ　　　　　　　　　１８２　　長ピン
　　１８３　　短ピン　　　　　　　　　　１９０　　電源装置
　　１９１　　バッテリ　　　　　　　　　２００　　情報処理装置
　　３００　　ストレージ駆動装置　　　　３１０　　記憶ボリューム
　　５００　　ＳＡＮ　　　　　　　　　　６００　　ストレージ装置
　　７００　　メモリ制御部　　　　　　　７１０　　コマンド／アドレス解析部
　　７２０　　パス側セレクタ回路　　　　７３０　　メモリ側セレクタ回路
　　７４０　　パケットバッファ　　　　　７５０　　ステータスレジスタ
　　７５１　　消去データレジスタ
　　７５２　　消去開始アドレスレジスタ
　　７５３　　消去終了アドレスレジスタ
　　７５４　　基板取り外し時消去実行可否レジスタ
　　７５５　　デステージ可否レジスタ

【図１】 【図２】
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